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内容・特徴

ナノポーラスシリカの細孔内にナノグラフェン分子を単分子状態で導
入することにより、ナノグラフェンの蛍光量子収率を大幅に増加させ
ることに成功しました。

❶ナノグラフェン類の蛍光強度を増強させる

❷固体のままで蛍光増強効果を実現

❸非常に簡便な導入方法

従来技術に比べての優位性

予想される効果・応用分野

❶高効率な蛍光（発光）材料

❷微小な細孔をもつ多孔質シリカの活用

❸有機エレクトロルミネッセンス材料

提供できる支援方法

 共同研究

 技術相談

 オーダーメード開発支援

 知財関連
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ナノグラフェンは、高効率な蛍光材料
としての応用が期待されています。し
かし、そのままでは濃度消光によって
蛍光量子収率が低い状態にあります。
そこで、都産技研で開発したナノポー
ラスシリカの細孔内に導入したところ、
ナノグラフェンの蛍光量子収率を固体
のままで大幅に増強できました。 ナノグラフェン

ナノポーラスシリカ細孔内
導入前後の蛍光スペクトル


